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終活は人生を終わることへの準備だけではなく、

人生をよりよく生きること。生活の中で知ってお

くとお得な情報をわかりやすくお届けします！

今年もあとわずか。2021年いかがお過ごしでしたか？個人的に、終活やお金の知識をつけるた

めFP技能士３級２級の取得、Webライターとして終活の執筆も新たにはじめることができまし

た。１０月の自粛明けから講師業も通常の３倍、パートのおばちゃんも頑張っています。「キョウイ

クとキョウヨウ」今日行くところがあって、今日用があることは本当にありがたいことです。健康

も意識して、ジム通いも…！健康診断、歯科健診、自宅でできるがんリスク検査サリバーチェッ

カーもやってみました。「見えない不安を解決していく」という目標に向かって、楽しく邁進して

います。全てわたしの終活です！来年も「終活終活終活～」明るく楽しくお伝えしていきます！
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★終活に関する内容をわかりやすく毎月発行しています ★配布設置場所受付中 ★誤字脱字等お許しください
★「もしバナゲーム」「遺影撮影会」「一緒に書こう、終活エンディングノート」開催したい ★公式LINE「終活ノオト」
開設！バックナンバーや終活情報を不定期にゆるくお送りしています。
ｂｙ 終活カウンセラー・ FP技能士 きむらなみ

「終活ノオト」
公式LINE

世界の人口は増えていますが、日本の人口は2008

年頃から減少傾向になっています。出生率の低下が原

因と考えられます。 2019年の出生率は1.34人。人

口ピラミッドの変化を見ると、高齢化が相当進んでい

ることがわかります。人口の減少は、労働力の減少や

技術進歩の停滞、経済の縮小につながり、少子高齢化

による年金、医療、介護などの問題も深刻です。

1974年時点で人口減少は予想されていましたが…。

1950年（昭和25年）男性の平均寿命は59歳。国の

制度はこの頃作られたものが多く、年金制度も1959

年にでき、国民皆年金体制となったのは1961年。当

時、平均寿命がここまで延びると想定されていたので

しょうか？退職もかつては55才、平均寿命から考え

ると老後10年以内という感じが、今は…。現状と制度

のひずみが今後ますます気になるところです。

大家族は激減し、単身世帯やおひとり様が増え、

2000年介護保険制度がはじまりました。介護保険料

も当初より倍になったとか。年金を受け取りながら、

介護保険料を一生払っていく…。制度も少しずつ変わ

り、負担が重くのしかかっていくのは明らかでしょう。

世界でも前例がない超高齢化社会の日本で生きるた

めに、わたしたちができることは何でしょうか？明る

い未来への道を子どもたちに残せるのでしょうか？今

できること。正しい情報と知識を得て、自ら意識して、

自ら備えていくことが大切だと思います。

☐ １０年後の日本と自分を想像して話し合ってみましょう

男性８１．４１歳・女性８７.45歳

昔と同じ考えではいけない、
出生率も平均寿命もかなり変わっている。
制度、自分たちの意識も変えなければ
日本の未来で悠々自適な老後は険しい。


